
 

 

 

谷川	 穣	 准教授 

京都大学・文学研究科・歴史文化学専攻歴史文化学講座 

京都大学において、学部・大学院生から人文科学研究所の助教をへて現職に至るまで、一

貫して日本近代史の研究に従事している。とりわけ明治期の教育と仏教を起点に、社会・

思想・政治の諸問題について、一次史料をもとに実証的に考察している。近代日本におけ

る知的権威の存立・変容や、人間を「変えられる」という観念の歴史的形成などにも、関

心を広げつつある。2014年から 1年間、ハーバード大学に visiting scholarとして滞在、
昭和初期のキリスト教関係史料調査・収集にも従事した。 

https://kyouindb.iimc.kyoto-u.ac.jp/j/eL1zF 

 

 


